
地域で開催されているスポーツイベントよる地域への影響を明らかにすることを目的
とする．具体的には鹿屋市を中心に開催される「ツール・ド・おおすみ」に焦点を当て，
いくつかの視点（住民、参加者、運営）から地域活性化への影響を明らかにする．

【平成 29 年度】【平成 30 年度】
参加者対象「ツール・ド・おおすみ参加者調査」

【令和元年度】
鹿屋市民対象「スポーツイベントに関するアンケー
ト調査」

【令和元年度】
鹿屋市民対象「スポーツイベントに関するアンケー
ト調査」

ツール・ド・おおすみサイクリング大会 鹿屋市を中心に、鹿児島県大隅半
島を広域活用するサイクリングイ
ベント．市制 60 周年を記念し、
2001 年に第 1 回大会が行なわれ現
在に至るが，第 14 回大会（平成
26 年）以降参加者数が減少に転じ
ている．
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スポーツイベントにおける地域活性化に関する研究
：ツール・ド・おおすみを事例として
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まとめ
参加者の満足度は高く，再来意
図も強い．
新規参加者の獲得と継続が課題

▼
 デスティネーション・イメー
ジを形成する広報戦略
 飽きないコース設定

 見せる（魅せる）イベントと
しての工夫
 ターゲットマーケティングに
よるアプローチ


